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研究成果の概要（和文）：本研究は，子どもの日常生活技能の発達過程において，複雑にゆらぐ子どもの行為が
群生環境の中でどのように方向づけられているのかを日常場面の縦断的な観察を通して理解することを目的とし
た．乳児の日常の食事場面の分析の結果、乳児が養育者の「手」に向ける視線と「顔」に向ける視線が異なる役
割を担うことを示すとともに、乳児がスプーンを使うようになる過程において、（１）養育者による周囲の機会
の調整と、養育者の手に乳児が向ける注意の結びつき、（２）乳児の行為に反応を示す養育者と、養育者の顔に
乳児が向ける注意の結びつきという、養育者の行為と乳児の注意の間の二種類の双方向の結びつきが存在すると
いう新たな知見を得た．

研究成果の概要（英文）：This project aimed to examine the issue of what motivates developing 
children to attend to those affordances of the environment that are relevant to the peculiarities of
 the specific setting such as mealtime. Our longitudinal analysis of the specific setting of 
mealtime in a daycare center in Japan revealed several related results. First, caregivers often 
manipulated objects on the table, and toddlers were more likely than chance to use their spoon to 
contact food immediately after watching these caregiver manipulations. Second, toddlers looked more 
often at the caregiver's hand than at their face. Third, the toddlers' choices about when to look at
 the caregiver were influenced by their own behavior, as if they wanted to know how the caregiver 
would react to what they had done. The results document the nature of social interaction in the 
emergence of skills to perform daily routines in a preferred manner in a populated environment, 
which supplement findings from experimental research.

研究分野：認知科学
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  １版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
子どもが、独力で日常行為ができるようになっていくとき（例えば一人でスプーンを使って食べ始めるようにな
っていくとき），その行為を方向づけていくのは、養育者との間のどのようなやりとりなのでしょうか．本研究
では，子どもが養育者の「手」に向ける視線と「顔」に向ける視線が異なる役割を担うことを明らかにするとと
もに，子どもの行為発達をとりまく養育者との共同行為の複雑な成り立ちを新たに明らかにしました．

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
１．研究開始当初の背景 
 砂場で友達と協働して何かを作って遊ぶ幼児から，食卓で手を伸ばす乳児のそばに食器を近
づける保育士，障害をもつ人の歩行に寄り添うセラピストに至るまで，他者の些細な動作と環境
との関係，およびそれらの変化から他者の意図を察し，他者と目的を共有して，共通の目的に向
けて柔軟に行動を調整する共同行為は人間の得意とするところである（c.f., Bratman, 1992）． 

状況や発達を反映して複雑な変化を見せる他者の些
細なふるまいの変化に共鳴し，複雑な実世界環境の中
で，やわらかく人の行為に寄り添うこと可能する原理に
ついては，古典的な「分解された行為要素とその組み合
わせ」という枠組みでは捉えきれない要因があり，従来
の理論的枠組みからは，アプローチの難しい問題であっ
た．また，他者に共鳴する共同行為については，これま
で心理学においては統制実験を通して検討されてきた
ものの（e.g., Tomasello et al., 2005），実際にこうしたイン
タラクションが生起する複雑な日常場面となると，長時
間スケールの変化の観測困難性，人間をとりまく環境と
の相互作用，変化自体の複雑性などにより，その定量的
な記述・理解は必ずしも容易ではなかった。 

一方で，状況や発達を反映して複雑にゆらぐ他者の些
細なふるまいの変化に共鳴し，複雑な実世界環境の中
で，柔軟に他者の行為に寄り添うことをいったい何が可
能にしているのかという問題は，今日のソーシャルロボ
ットや人工知能の研究領域においても，ブレークスルー
を要する極めて重要な研究課題となっている．他者の行
為とやわらかく結びつく人間の実世界共同行為におい
て，行為の結びつきを可能にしている原理については，
新しい観点の創出と具体的データの蓄積が関連諸分野
において必要とされていた． 
 
２．研究の目的 

子どもが、独力で日常行為ができるようになっていくとき（例えば一人でスプーンを使って食
べ始めるようになっていくとき），その行為を方向づけていくのは、養育者との間のどのような
やりとりなのだろうか．本研究は，子どもが日常生活技能を獲得する過程で生起する，養育者を
含む群生環境と子どものあいだで形成される多様な関係に注目し，環境との関係形成のありよ
うが子どもの発達にともなってどのように推移するのかを縦断的に記述することを通して，状
況や発達を反映して複雑にゆらぐ子どもの注意が，群生環境においてどのように選択され，導か
れているのかを実証的に明らかにすることを目的とした．具体的には，次の 3 つの問いについ
て，保育園や家庭の日常場面を記録したビデオデータの定量的な分析を通してアプローチする
ことを目指した． 
（１）状況や発達を反映して複雑にゆらぐ他者の些細なふるまいの変化に共鳴し，複雑な実世界

環境の中で，柔軟に他者の行為に寄り添うことをいったい何が可能にしているのか？ 
（２）子どもが日常生活技能を獲得し，社会生活に参加していくプロセスにおいて，養育者は発

達する子どもの周囲でどのような調整を行っているのだろうか． 
（３）他者の行為と柔軟に結びつく人間の実世界共同行為において，行為の結びつきを可能にし

ている情報とは一体いかなるものだろうか？ 
 
３．研究の方法 
 初年度に，兵庫県内の保育園０歳児クラスにおい
て，12 組の乳児と養育者のペアの昼食場面を 10 ヵ月
間（月 4 回，毎月第 3 週目に 4 日連続で記録）に渡っ
て縦断的に複数のビデオカメラで計測し，食事とい
う，独特の制約と機能をもつ日常場面における乳児―
養育者システムの発達的変化を詳細に記録した膨大
なビデオデータベースを構築した． 

続いて，記録されたビデオから，12 名の乳児が初め
て独力でスプーンを用いて食物を口に運んだ前後の
2 回の食事場面のビデオを抜き出して観察した．この
時期，まだ養育者はスプーンを使って乳児に食べさせ
ており，それと並行して食物の入った大きな皿から乳
児が食べる小さな皿に少しずつ食物を小分けにして

「食べる」行為の自立をアシストする人工物と（上：
Song & Kim,2012），意図を共有しつつ食べることに向
けて柔軟に結びつく保育士と乳児の共同行為（下）．

スプーンを使い始めの乳児の行為と養育者による介助の
例.  (a)養育者が支える皿に入った食物にスプーンを向け
る乳児。(b)皿の上の食物を食べやすくまとめる養育者の
介助と、食物にスプーンを向ける乳児. (c)乳児がスプーン
で口に食物を運ぶ際に肘に手を添える養育者.  (d)食事と
無関係な遊びにスプーンを用いる乳児（絵：松村みなみ）



入れ，そこから乳児も独力で手指やスプーンを使って食物を食べるが，まだ乳児はうまくスプー
ンを使って食べることはできない．そのため，この時期の食事場面に見られる行為および養育者
とのインタラクションは多様で変化に富んでいる．ただし保育園の 0 歳児クラスの食事では，他
の乳児の状況や保育士の事情などさまざまな偶発的な出来事が生起することがあるため，ある
程度条件を揃えるために，上記の時期の食事場面から，（１）乳児がスプーンを手にしており，
（２）養育者がテーブルに同席しており，（３）乳児が 1 分以上の間を置かずにスプーンで食物
に触れている，という３つの条件を満たす場面の動画をさらに抜き出して分析を行った． 

抜き出された動画は，動画分析ソフト Datavyu（www.datavyu.org）を用いて，（１）乳児のスプ
ーン使用，（２）養育者による介助，（３）乳児が養育者に向ける視線，について，それぞれコー
ディングを行った．乳児のスプーン使用は（1a）自発的にスプーンで食物に触れる，（1b）スプ
ーンをつかって食物を口に入れる，（1c）スプーンで遊ぶ，の３つのカテゴリーの行為の生起し
たタイミングがコーディングされた．養育者による介助については，卓上の配置換え等の間接的
介助が頻繁に見られることがこれまでの先行研究で示されていることから（Nonaka & Goldfield, 
2018）,（2a）卓上の皿の配置換え，皿の上の食物の調整，（2b）乳児の身体に触れる介助，（2c）
乳児への声かけ，の 3 種の介助の生起時刻が記述された．乳児が養育者に向ける視線は（3a）養
育者の顔に向ける視線，（3b）養育者の手および手にしたスプーンに向けられる視線の生起時間
が記された．二人のコーダーが同じ基準で記述を行い，一致率は 90%以上だった． 

これらのコーディングデータをもとに，Sequential Analysis（Bakeman & Quera, 2011）により，
（１）乳児のスプーン使用，（２）養育者による介助，（３）乳児が養育者に向ける視線の 3 項の
あいだの時間的な関係を定量的に検討した．具体的には，（A）養育者による介助に随伴して乳
児のどのような行為が生起していたのか，（B）養育者による介助時に，乳児が養育者のどこに視
線を向けていたのか，（C）乳児が自発的にスプーンで食物に触れる前に，乳児は養育者のどこを
見ていたのか，（D）乳児が自らの自発的な行為のあと，養育者のどこを見ていたのか，という 4
つの点について検討した． 
 
４．研究成果 

上記の分析の結果得られた主な結果は以下のとお
りである（Nonaka & Stoffregen, 2020）． 

（１）養育者は環境の配置を調整し、乳児が自分で
食べることを可能にする卓上の機会を絶え間なく調
整しており、こうした調整の直後に乳児がスプーン
を食物に向ける行為が偶然より多く生起していた。
（２）乳児は食事場面では養育者の「顔」よりも「手」
を見ている時間がはるかに長く、さらに養育者が卓
上の調整を行っているときは他の状況よりも多く養
育者の「手」を見ていた。（３）食事場面で乳児が養
育者の「顔」を見る状況は、「手」を見る状況とは明
確に異なっており、乳児が自分で食物をスプーンで
口に運んだ直後か、食事と無関係な遊びにスプーン
を用いた直後に、自分の行為を養育者が見ていたか
を確かめるように，養育者の「顔」を見ていた。 

これらの結果は、食事場面で養育者の「手」に向け
る視線と「顔」に向ける視線が異なる役割を担うこと
を示すものである．さらに，これらの結果は，乳児が
ひとりでスプーンを食事にふさわしいかたちで使う
ようになる過程において、（A）養育者による周囲の
機会の調整と、養育者の手に乳児が向ける注意の結
びつき、（B）乳児の行為に反応を示す養育者と、養
育者の顔に乳児が向ける注意の結びつきという、養
育者の行為と乳児の注意の間の二種類の双方向の結
びつきが存在することを示唆している．本研究が示
したこれらの事実は，日常技能の発達をとりまく子
どもと養育者の相互行為についての既存の知見を補
完する新たな観点をもたらすものであった． 

他者の行為とやわらかく結びつく人間の実世界共
同行為において，どのような注意と行為の結びつき
が存在し，複雑な実世界日常行為場面で，このような
結びつきがいかにして具現しているのかを理解する
ためには，新しい観点の創出と具体的データの蓄積
が分野を越えて大きな課題となっている．本研究は，
このような学際的課題に対して新たな観点と具体的
データを提供することで，一定のインパクトをもた
らした。 

表：養育者の介助と乳児の視線の共起割合（オッズ比） 
養育者の手が卓上の食器や食物に向かっているとき，乳児
が養育者の手を見ている割合が大きい．乳児が養育者の顔
を見る割合は総じて少ない． 

上図：乳児が養育者の手もしくは顔を見た後（2 秒
以内）に見せたスプーン使用行為 
下図：乳児が自らのスプーン使用行為の後（2 秒以
内）に養育者に向けた視線 
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